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ることで患者・家族の要望を実現することが出来たことや,
家族の援助を認め,労うことで家族の自信に繫げることが
できたことなど,限られた時間の中でも充実したケアを実
践できたという体験が,自身のやりがいに繫がっていると
いうことが調査結果から得られた.【考 察】 看護師は
ケアに対する様々な思いを抱えながらも患者・家族と向き
あい,限られた時間の中でよりよい関わりを持とうとして
いる.家族と共に患者ケアを考え,コミュニケーションを
促進することが重要であり,それがパートナーシップを育
むことに繫がっている.ケアを通して患者・家族の満足感
を高められることは,看護師にとって自身の看護を肯定で
きる経験となり,同時に家族にとってのグリーフケアとな
り得る.【今後の課題】 院内のリソースを活用し,地域を
含めた多職種での関わりを促進させていくことで,多様な
価値観を尊重できる支援体制を構築していく.
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【目 的】 脳腫瘍のターミナル期では意識障害が生じるた
め,家族は患者との意思疎通が困難になり葛藤を抱えるこ
とが多い.そのため看護師は家族が抱く感情を捉え,家族
役割を果たせるケアの展開が望まれる.本研究ではターミ
ナル期における脳腫瘍患者の家族が抱く感情に対する看護
を検討する.【方 法】 ターミナル期における脳腫瘍患
者の母親の感情への関わりをワトソンのケアリングを参考
にして振り返り,看護の検討を行う.【症例紹介】 A氏,
60歳代,女性.30歳代の娘は脳腫瘍のターミナル期であり,
意識障害や失語のため意思疎通は困難であった.娘は夫と
2人の子供と生活しておりA氏とは別居していた.娘は療
養先の希望を伝えていなかったため,A氏は自身の母親役
割を踏まえて娘の療養先を悩んでいた.【結 果】 A氏
は「娘に何でもしてあげたい」と考え,娘が自宅または実家
で生活が送れるよう支えたいと希望していた.一方で,「実
家に帰って娘が夫や子供との時間が減ることは困る」と在
宅療養に踏み切れなかった.看護師はA氏の感情を受け止
め,実現可能な療養先の決定に対して支持的な姿勢を続け
た.自宅へ試験外泊をしたが,在宅療養は困難であった.在
宅療養が実現せずA氏は,母親役割を果たせないと葛藤し
ていた.看護師はA氏の思いを傾聴し,ケアへの参加を促
すことで療養場所に関わらず母親役割を果たせるよう支援
した.それにより,A氏からは「病院でも母親として出来る
ことは沢山ありますね」と発言が聞かれた.また,A氏は娘
に寄り添いケアに積極的に参加することで,多くの関わり
を持ってターミナル期を共に過ごし,感情を整理すること
が出来た.【考 察】 本事例ではターミナル期における
脳腫瘍患者の母親の役割を果たせていないという感情を中
心に関わった.その結果,母親は役割を見出し,自身の感情
を整理することが出来た.このことから,意思疎通が困難
なターミナル期の脳腫瘍患者と家族の関わりの中で,看護
師が家族役割を踏まえた関わり方を提案し,感情の整理を
促すことは重要である.それがターミナル期における脳腫
瘍患者の家族が満足するケアに繫がると考える.
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